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ぐんま広報1月号「新春  ぐんまちゃんクイズ」キーワードの答え

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

北軽井沢炎の
まつり

２月９日（土）
午後４時～７時

北軽井沢ふれあい
広場
（長野原町北軽井沢）

冬の北軽井沢を彩る祭典。約４千
本のろうそくアートや浅間鬼押し
太鼓の演奏、打ち上げ花火、スカ
イランタンなどが楽しめます

無料
北軽井沢観光協会
☎0279-84-2047
FAX0279-84-6289

老神温泉びっくり
ひな飾り

２月16日（土）～３月
31日（日）
午前９時30分～午後
４時30分　※３月８日
（金）～10日（日）を除く

利根観光会館
（沼田市利根町）

県内外より集められた5千体を超
えるひな人形などが飾られます。
幅18㍍・高さ3.8㍍の特設ひな段
は必見です

無料
老神温泉観光協会
☎0278-56-3013
FAX0278-56-3014

伊香保温泉石段
ひなまつり

３月２日（土）、３日（日）
午後１時から

伊香保温泉石段街
（渋川市伊香保）

美しい衣装をまとい、ほんのり薄
化粧をした子どもたちが、ひな段
に見立てた石段に並びます

無料

渋川伊香保温泉観光
協会
☎0279-72-3151
FAX0279-72-4452

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

「新春 ぐんまちゃんクイズ」への 
応募はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

※県観光情報誌「ググっとぐんま（秋・冬号）」に掲載されているイベントの中から紹介します。
詳しくはお問い合わせください 
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください

◆特集「ぐんま魅力再発見！」の
記事がとても魅力的でした。群馬
に住んでいますが、地元以外の遠
いところの市町村についてはなか
なか知る機会がないので、一目で
特徴が分かってとても良かったで
す。興味も湧きました。
 （太田市　26歳）

◆特集の群馬の地図ですごろくを
してみたら、群馬の良いところを
たくさん再確認できました。県外
の人にも、もっともっと知っても
らわないともったいないです。
　地域の魅力を知るには「上毛か
るた」。群馬の自慢です。
 （藤岡市　60歳）

　私は、毎年オール群馬の地 
酒「舞風」を味わうのを楽し
みにしています。どの銘柄も
県産の原料だけを使って作ら
れますが、味や風味がそれぞ
れ違うのが面白いです。今年
は16の蔵元が発売を予定して
いるそうで、今から待ち遠しい
です。
　本県の地場産業はジャンル
が幅広く、そこから生まれる
商品も多種多彩です。皆さん
も自分好みの地場産品を探し
てみてください。県外に住む
人への贈り物にしても喜ばれ
ますよ。
 （小林）

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします
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応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐ
んま電子申請受付システム」。①パズルの答え ②
郵便番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今
月のぐんま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞
品名を書いてください（Ｅメールは件名に「クロ
スワードパズル2月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg-
front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上 
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは 
右図から読み取れます
応募期限　2月13日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は13日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博
物館、土屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ
種苗ぐんまフラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま
昆虫の森、ぐんまちゃんトートバッグ、ぐんまちゃ
んグッズ、群馬クレインサンダーズ（今シーズン
ホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（３
月16日）※当選者の発表は、賞品の発送をもって
代えさせていただきます

「新春 ぐんまちゃんクイズ」の答えは「オトシダマ（お年玉）」でした。
応募総数は1,100通でした。たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。
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家や建物の中にある平らな場所。畳やカー
ペットなどを敷くことも
頭の内部に感じる痛み
池や沼の水面に浮かんでいる水草の総称
体の構え。格好
ヒキガエルの別称。○○の油
何かが通って行った、または何かが行われ
た印

よこのかぎ
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冬至の日に風呂に入れる風習がある果実
巡り合わせ。さだめ
立ち回りの場面を中心とする映画や演劇
髪形を整えるのに使う道具
川や海の水の浅い所
玄関などに置き、履物の泥を拭うための敷物答え：Ａ～Fを順番に並べると？

A B C D E F

キーワード Ａ おっきりこみ キーワード B とうごく文化（東国文化）

キーワード C よしがだいら湿地群（芳ケ平湿地群） キーワード D やんばだむ（八ッ場ダム）

キーワード E Ｇメッセぐんま（Ｇメッセ群馬）

※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、県立博物館・美術館・病院、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、
農協、郵便局（簡易郵便局を除く）、フレッセイ、セブン -イレブン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります
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発行：群馬県広報課　〒371-8570　前橋市大手町1-1-1　☎ 027-226-2162　FAX 027-243-3600
県ホームページ　http://www.pref.gunma.jp/

No.357

県　人　口： 1,948,273人
対　前　月： -701人
　　男　　： 962,451人
　　女　　： 985,822人
世　帯　数： 799,562世帯

２２０１９
県内各地の開花情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
https://gunma-dc.net/

（県移動人口調査：平成30年12月1日現在）

木
ち

馬
ま

瀬
せ
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特集 ふれる、知る、支える　ぐんまの地場産業

「Fashionable Gunma」のファッションショーに出演したモデルの加
か

藤
とう

ナナさん（中央）ら

　昨年10月 13日、県庁県民ホールは普段と違う雰囲気に
包まれました。スポットライトや音楽で演出された空間にはス
テージが設置され、客席にせり出す長さ約15㍍のランウェイ
（花道）をモデルが次々に歩いていきました。
　これは、県が開催した「F

フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル

ashionable G
グ

un
ン

m
マ

a」というイ
ベントで行われたファッションショーの様子です。桐生織や伊
勢崎絣

がすり

（伊勢崎銘仙）をはじめとする和装や、シルク製品、刺
しゅう、ニット、テキスタイル（生地）など、本県の代表的な
地場産業である繊維産業について、主に若い世代の人にＰＲし
ました。

県庁でファッションショー開催

　本県には、県内経済の発展に大きな役割を果たし
てきたさまざまな地場産業があります。県は、多く
の人にその存在や歴史を知ってもらうとともに、未
来につなげていくための取り組みを展開しています。
　皆さんも本県の地場産業にふれてみませんか。

　県の地場産業振興の取り組みなどを紹介します。



（2）平成31年2月3日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）

　「県内の繊維産業を紹介するイベントを、県との
共催で開催しました。県内全域の繊維組合が一堂
に会してＰＲするのは初めてです。
　トークショーでは、和装で培われた本県繊維産
業の技術が洋装にも使われていることを、来場者
に知ってもらうことができました。またファッシ 
ョンショーや展示・販売を通して、高い技術力や
デザイン性をアピールできたと思います。
　良い製品を作るだけではなく、それを広く知っ
てもらうことが大切です。このイベントをきっか
けに、本県の繊維産業をさらに盛り上げたいです」

伝統工芸と県産シルクを生かした
商品開発

　本県の地酒は、近年、全国新酒鑑評会で高い
評価を受けるなど、その味わい深さや質の高さ
に定評があります。
　県では「群馬の地酒」の魅力を国内外に発信
し、ブランド力の向上やファンの獲得につなげ
るため、プロモーション動画を制作しています。
昨年11月から県内の蔵元などで撮影を行って
いて、今月末に完成する予定です。

　またプロモー
ション動画の
他、県内にある
蔵元や地酒の銘
柄などを紹介す
るホームページ
を併せて公開す
る予定です。

　県では県産シルクの魅力をＰＲするため、県内の伝統
工芸と融合させた新しい商品を開発するプロジェクトを
進めています。県と一緒に商品開発に取り組んでいる、
小学館の高木編集長にお話を伺いました。

県繊維連合会
会長　牛
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小学館「和樂」　編集長　高
たか
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と共にトークショーに出演
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自らモデルとなり
ファッションショーに出演
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繊維産業を盛り上げたい

　「桐生市で生まれ育ち、市内の高校を卒業後、専門学
校で服飾の勉強をしています。
　『Fashionable Gunma』のファッションショーで
は、桐生の生地を使って自分でデザイン・制作したワン
ピースを披露しました。
　制作に先立ち、生地探しのために桐生の織物会社を訪
れました。桐生の繊維産業というと着物のイメージでし
たが、洋服の生地も作っていること、その生地が大手服
飾ブランドで使われていることを知り驚きました。
　この春に服飾関係の会社に就職します。最初は販売員
をしますが、将来は服作りに携わり、いつか桐生の生地
を使ってみたいです」

前橋文化服装専門学校
服装コスチュームコース
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地元の生地のすごさを実感

伝
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工
芸
の
良
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を
再
考

繊維の魅力をPR

オリジナル商品が間もなく完成

　県は、地場産業を未来につなげていくため、県民をはじめとする国内外の人に本県の地場産業にふれてもらうきっかけ
づくりに取り組んでいます。 

「群馬の地酒」の魅力を発信
動画でファンを獲得

　高い技術力を誇る「M
メ イ ド

ade i
イ ン

n G
グ ン マ

unma」の魅力を発信した人にお話を伺いました。

地場産業にふれる

制作前に描いたスケッチ

展示・販売コーナーで
製品にふれる来場者
展
製

本県出身のアイドル（和
わ

田
だ

酒造り（米蒸し）の撮影風景

（3）平成31年2月3日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）

問い合わせ先 県庁工業振興課　☎027-226-3358　FAX 027-221-3191

　本県の豊かで特徴ある自然
条件は、さまざまな食材・食
文化を生んできました。
　県内で生産が盛んな小麦、
コンニャクイモ、ウメなどを
原材料とする製麺業、こんにゃ
く加工業、漬物・惣菜製造業
と共に、良質で豊富な水を生
かした酒造業などが根付いて
います。

　明治から昭和初期に「桐生
お召し」や「伊勢崎銘仙」といっ
た織物が全国に流通し、本県
を代表する地場産業として県
内経済の発展に大きく貢献し
ました。
　現在も東毛地区を中心に、撚

ねん

 
糸
し

、製織、染色、縫製、刺しゅ
う、レース、ニットなどの繊
維関連企業が集まっています。

　県土の３分の２を森林が占
める本県では、戦後の高度成
長期に前橋、高崎、沼田など
が家具の産地として栄えてき
ました。
　また多様な木材資源や、木
造が多い日本の住宅事情を背
景に、障子、ふすまなどの建
具製造業が県内一円に産地を
形成してきました。

　地域の風土や人々の生活の
知恵が作りあげた、だるまや
こけし、ガラス製品、竹細工、
瓦、和紙などの伝統工芸品が、
匠の技と共に受け継がれてい
ます。
　実用品でありながら、手仕
事ならではの繊細さや美しさ
を兼ね備えていることが、魅
力の一つです。

　産業技術分野全般を扱う試験研究
機関です。酒造の技術支援もその一
つで、研究成果がオール群馬の地酒
「舞風」に生かされています。
　「舞風」は、県内の蔵元が県で開
発した酒造好適米だけを使用して
作った地酒の統一ブランドで、産業

技術センターが開発した清酒用酵母（群馬Ｋ
カ

ＡＺ
ゼ

Ｅ酵母、群馬Ｇ２酵母、
２２７酵母）を使用しています。今年も４月に販売が開始される予定です。

　全国唯一の、繊維分野に特化した公設試
験研究機関です。企業からの依頼による各
種試験・加工や技術相談の他、繊維に高い
機能性を持たせる研究などを行っています。
　昨年４月には、企業や大学、試験研究機
関などが交流できる場所を設置するととも
に、繊維分野の技術を健康・医療などの分

野で活用するための研究に必要な、設備や機器の整備を行いました。これ
により、未来に向けた新しい技術や商品の開発体制がさらに充実しました。

　繊維、食品・酒造、木工、伝統工芸など、県内の地
場産業を応援する、県公式インスタグラムです。
　皆さんもフォローして、県内のファッショナブルで
魅力的な物を「#fashionable_gunma」を付けて
投稿してください。
URL https://www.instagram.
com/fashionable_gunma/
※右図からも読み取れます

　郷土の自然と暮らしの中で育まれ、受け継がれてきた
優れた伝統工芸品 68品目を「県ふるさと伝統工芸品」
に指定しています。また県ふるさと伝統工芸品の製造に
携わり、高度な伝統技術・技法を身に付けた人を「県ふ
るさと伝統工芸士」として認定しています。
　詳しくは、県ホームページ（http://www. 

pref.gunma.jp/06/g1610029.html）をご覧ください。
※右図からも読み取れます

繊維 食品・酒造

木工 伝統工芸

繊維工業試験場 繊維専門の技術支援拠点産業技術センター 産業技術全般の技術支援拠点

　本県には、自然や風土、文化、歴史などの恵まれた地域資源を生かした多種多様な地場産業があります。
　県では、県内の地場産業のＰＲと国内外への販路拡大、産地組合などが行う展示商談会への支援など、地場産業の振
興に向けた取り組みを進めています。

　県の試験研究機関では、企業との共同研究による製品開発や技術支援などにより、企業の新製品作りを支援しています。

地場産業を支える

オール群馬の地酒「舞風」
（写真は昨年の商品）

繊維の表面に粒子を付着させて、
高い機能性を持たせる

地場産業を知る

県公式インスタグラム「Fashionable Gunma」 県ふるさと伝統工芸品・県ふるさと伝統工芸士
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 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします
問は問い合わせ先、申は申込先、HP はホームページです

期間 ２月18日（月）～24日（日）
時間 午前９時～午後５時
※18日は正午から
会場 県庁（前橋市大手町）
内容 天皇陛下は、本年
１月にご即位30年を迎え
られました。これを記念
し、天皇皇后両陛下が群
馬県にご来県されたとき
の写真を展示するととも
に、両陛下への祝意をさ
さげるため、ご記帳所を
開設します
観覧料 無料
問 県庁広報課
（☎027- 226-2175
FAX027-243-3600）

天皇陛下ご即位30年記念写真展

20年4月　大泉町役場にて

県議会「第１回定例会」
　２月18日（月）に開会し、本会議と委員会は、どなたでも簡単な手続きで傍
聴できます。

開会時刻 午前10時（予定）　 費用 無料
申し込み方法 当日、直接会場にお越しください
その他 本会議は、県議会ホームページ（http://www.gunma-pref.stre 
am.jfit.co.jp/）でご覧になれます。また質疑および一般質問は、群馬テレビ
でも生中継します
問 県議会事務局政策広報課（☎027-897-2892　 FAX027-243-4211）

日程 議事予定

２月

18日（月）本会議（開会・提案説明）

22日（金）本会議（質疑および一般質問（代表））

25日（月）本会議（質疑および一般質問）

27日（水）本会議（質疑および一般質問）

28日（木）本会議（質疑および一般質問）

日程 議事予定

3月

4日（月）常任委員会（30・31年度関係）

5日（火）常任委員会（30・31年度関係）

7日（木）特別委員会
12日（火）本会議（委員長報告・議決・閉会）

日程・議事予定

販売期間
２月22日（金）まで
抽せん日
３月５日（火）
種類・当せん金
○バレンタインジャンボ宝くじ
・１等　２億円　12本　・１等の前後賞　５千万円　など
○バレンタインジャンボミニ
・１等　２千万円　25本　・１等の前後賞　500万円　など
価格 １枚300円
その他 県内で販売された宝くじの売上金の約40％が県に納め
られ、子育て支援や医療・介護の充実など、さまざまな事業に
役立てられています。宝くじはぜひ県内でお買い求めください
問 県庁財政課（☎027-226-2094　 FAX027-224-9123）

　県内在住の子育て家庭に配布している子育て応援カード「ぐんまちょい得
キッズパスポート（ぐーちょきパスポート）」をリニューアルしました。5,700
店を超える協賛店舗で提示すると、割引やプレゼントなど、ちょっとお得なサー
ビスを受けられます。ぜひご利用ください。
対象
・18歳に達して最初の３月31日を迎えるまでの子どもがいる家庭
・妊娠中の人がいる家庭
※子どもまたは妊娠中の人1人につき1枚配布
費用 無料　 入手方法 幼稚園や保育所、学校などを経由して対象の人に配
ります（２～３月ごろ）
※未就園の子どもや妊娠中の人がいる家庭には、県庁および住んでいる市町村
で交付します。申請方法など詳しくは、県結婚・子育て
応援ポータルサイト ｢ぐんまスマイルライフ」（https:// 
smilelife.pref.gunma.jp/）をご覧ください
問 県庁こども政策課（☎027-897-2725
FAX027-226-2100）

新しい「ぐーちょきパスポート」を配布します！

リニューアル後のデザイン

みんなでおもてなし！ ～ぐんまウェルカムサポーターズ募集中～
　群馬県を訪れた観光客などに対し、群馬のファンやリピーターになってもらうことを目的に、おもてなしの心で歓迎し、本県の魅力を積極的に発信す
る「ぐんまウェルカムサポーターズ」を募集します。登録して、群馬の魅力を一緒に発信しましょう。
対象 「ウェルカム！ぐんま宣言」の五つのアクションのうち、一つ以上
を実行し、本県の魅力向上にご協力いただける個人および企業・団体など
「ウェルカム！ぐんま宣言」の五つのアクション
　お：大きな声で「ようこそぐんまへ！」
　も：もてなす気持ちを大切に！
　て：手を振って笑顔でご挨拶！
　な：なんでも聞いてね、ぐんまのこと！
　し：知ってもらおうぐんまの魅力！
申込期間 随時　 申込方法 所定の申込用紙
※ウェルカム！ぐんま宣言公式サイト（https: 
//welcome-gunma.jp/)からも申し込めます
申込用紙入手先 県行政県税事務所、県内の

市役所・町村役場・観光協会など（配布していない市役所、町村役場、観
光協会もあります）
※詳しくは、ウェルカム！ぐんま宣言公式サイト（前記）をご覧ください
その他
登録者には、県のマスコット「ぐんまちゃん」がデザインされたオリジナ
ルの缶バッジまたはピンバッジを配布
します。バッジを着けておもてなしを
実践しましょう
問 ググっとぐんま観光宣伝推進協議会
DC推進局（県庁観光物産課内）（☎02 
7-226-3373　 FAX027-223-11 
97） 缶バッジ ピンバッジ

宝くじは県内で買いましょう！
「バレンタインジャンボ」宝くじ販売中
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視覚に障害がある人のために、「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください

　
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
は
「
全
て
東
京
に
行

け
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
か
ら
「
東
京

か
ら
全
て
を
群
馬
に
呼
び
込
も
う
」
と

い
う
発
想
の
転
換
で
あ
り
、
こ
の
転
換

な
く
し
て
群
馬
が
大
き
く
飛
躍
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
群
馬
が
さ
ら
に
は
ば
た
き
、

輝
く
未
来
を
築
け
る
よ
う
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

輝
く
未
来
を
築
く

　
先
日
、
都
道
府
県
別
の
経
済
の
伸
び

率
な
ど
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
〜
15
年
度
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
も
の
で
、
本
県
の
実
質
経
済
成

長
率
は
全
国
４
位
、
県
民
所
得
の
伸
び

率
は
３
位
と
素
晴
ら
し
い
結
果
で
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
県
と
経
済

団
体
、
金
融
機
関
な
ど
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
り
「
が
ん
ば
ろ
う
群
馬
！
産
業

支
援
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
来
年
の
春
に
は
Ｊ
Ｒ
高
崎

駅
東
口
近
く
に
「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」

の
集
ま
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
が

開
所
し
ま
す
。

知
事
コ
ラ
ム

上毛新聞社新年交歓会（１月８日）で祝辞を述べ
る大澤正明知事

・
期
日
　
２
月
13
日
㈬

・
時
間
　
午
後
０
時
15
分
〜
０
時
55
分

・
会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

・
内
容
　
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏
楽

コ
ン
サ
ー
ト

・
入
場
料
　
無
料

・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
消
費
生
活
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
５
６
　
FAX

０
２
７
・
２
２

３
・
８
１
０
０
）

コンサートの様子

個
人
の
住
民
税
、
個
人
の
事
業

税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間
　
２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

申
告
先

・
個
人
の
住
民
税
…
市
役
所
・
町
村
役
場

・
個
人
の
事
業
税
…
県
行
政
県
税
事
務
所

※
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
人
は
、

個
人
の
住
民
税
、
個
人
の
事
業
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
書

の｢

住
民
税
・
事
業
税
に
関
す
る
事
項｣

欄

に
必
要
事
項
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
県
内
の
税
務
署
と
市
役
所
・
町
村
役
場

の
窓
口
で
、
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

・
期
限
間
際
は
窓
口
が
混
雑
す
る
の
で
、

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

・
個
人
の
住
民
税
、
個
人
の
事
業
税
、
所

得
税
の
納
税
に
は
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
　
・
所
得
税
の
確
定
申
告
…
県
内
の
税
務
署 

・
個
人
の
住
民
税
の
申
告
…
市
役
所
・
町

村
役
場

・
個
人
の
事
業
税
…
県
行
政
県
税
事
務
所

募

　集

学
校
の
臨
時
教
職
員
な
ど

募
集
内
容

・
県
立
学
校
…
臨
時
的
任
用
の
教
諭
・
養

護
教
諭
・
実
習
助
手
・
事
務
職
員
・
学
校

司
書
・
学
校
栄
養
職
員
・
公
仕
（
学
校
用

務
員
）
な
ど
（
欠
員
補
充
、
産
休
・
育
休

補
助
、
病
休
補
助
な
ど
）、
非
常
勤
講
師

（
教
科
指
導
）

・
市
町
村
立
学
校
…
臨
時
的
任
用
の
教

諭
・
養
護
教
諭
・
事
務
職
員
・
学
校
栄
養

職
員
（
欠
員
補
充
、
産
休
・
育
休
補
助
、

病
休
補
助
な
ど
）、
非
常
勤
講
師

勤
務
期
間
　
31
年
４
月
か
ら
32
年
３
月
ま

で
の
必
要
な
期
間

対
象
　
教
員
は
該
当
す
る
学
校
教
員
免
許

状
、
学
校
栄
養
職
員
は
栄
養
士
免
許
証
を

持
っ
て
い
る
人

選
考
方
法
　
面
接
な
ど

申
込
期
間
　
随
時

申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

申
・
問

　

・
県
立
学
校
…
県
庁
学
校
人
事
課
（
〒
３

７
１
―
８
５
７
０
　
☎
０
２
７
・
２
２

６
・
４
５
９
７
　
FAX

０
２
７
・
２
４
３
・

７
７
５
９
）

・
市
町
村
立
学
校
…
県
中
部
教
育
事
務
所

（
〒
３
７
１
―
０
０
５
１
　
前
橋
市
上
細

井
町
２
１
４
２
の
１
　
☎
０
２
７
・
２
３

２
・
６
５
１
１

　
FAX

０
２
７
・
２
３
２
・

４
５
８
６
）、
県
西
部
教
育
事
務
所
（
〒
３

７
０
―
０
８
０
５

　
高
崎
市
台
町
４
の
３

　
☎
０
２
７
・
３
２
２
・
５
８
６
４

　
FAX

０
２
７
・
３
２
７
・
２
４
１
４
）、
県
吾
妻

教
育
事
務
所
（
〒
３
７
７
―
０
４
２
４

　

中
之
条
町
中
之
条
町
６
６
４

　
☎
０
２
７

９
・
７
５
・
３
３
７
０
　
FAX

０
２
７
９
・

７
５
・
７
４
２
６
）、
県
利
根
教
育
事
務
所

（
〒
３
７
８
―
０
０
３
１

　
沼
田
市
薄
根

町
４
４
１
２

　
☎
０
２
７
８
・
２
３
・
０

１
６
５

　
FAX

０
２
７
８
・
２
３
・
０
１
８

０
）、
県
東
部
教
育
事
務
所
（
〒
３
７
３

―
０
０
３
３

　
太
田
市
西
本
町
60
の
27

　

☎
０
２
７
６
・
３
１
・
７
１
５
１

　
FAX

０

２
７
６
・
３
１
・
７
１
０
１
）

「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」

登
録
店
舗
（
事
業
所
）

消
防
団
は
　
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
機
関
で
す
。
そ
こ
で
活
躍
す
る
消
防

団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
、
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
消
防
団
員
は
全
国
的
に
減
少

し
て
い
て
、
本
県
で
も
同
様
の
状
況
で
す

「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
事
業
は

　

地
域
で
消
防
団
を
応
援
す
る
気
運
を
醸
成

す
る
た
め
、
登
録
店
舗
が
消
防
団
員
に
対

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。

　「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
へ
の
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

登
録
期
間
　
随
時

そ
の
他
　
事
業
内
容
や
登
録
方
法
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//w
w
w
.pref.gunm

a.jp/ 0
5
/

a 55g_00005.htm
l

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
消
防
保
安
課
（
☎
０
２
７
・

８
９
７
・
２
６
８
６
　
FAX

０
２
７
・
２
２

１
・
０
１
５
８
）試

　験

女
性
対
象
業
務
説
明
会
「
女
子

ラ
ボ
☆
in
群
馬P

ポol

リic

スe

」

期
日

　
２
月
23
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

　
県
警
察
本
部
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容

　
採
用
試
験
の
概
要
説
明
や
合
格
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
体
験
談
、
庁
舎
見
学
、

制
服
・
装
備
品
試
着
、
女
性
警
察
職
員
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象
　
警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
を
考
え

て
い
る
高
校
生
以
上
33
歳
未
満
の
女
性
お

よ
び
そ
の
保
護
者
、
学
校
就
職
担
当
者

定
員
　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈮
正
午

申
し
込
み
方
法
　
電
話

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（h 

ttp://w
w
w
.shinsei.elg-front.

jp/gunm
a/navi/index.htm

l

）
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す

※
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w 

w
w.police.pref.gunm

a.jp/gp-

saiyou/exam
ination/ 0

3
s-

event.htm
l

）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

申
・
問

　
県
警
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
４
４
９
８
０
３
、
県
警
察
本

部
警
務
課
（
☎
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１

１
０
内
線
２
６
５
４
　
FAX

０
２
７
・
２
２

４
・
８
８
８
８
）催

　し

「
校
旗
を
作
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
校
旗
を
展
示
し
ま
す

　
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
養
蚕
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
育
て
た
カ
イ
コ
か
ら
で
き

た
生
糸
で
校
旗
を
作
る
「
校
旗
を
作
ろ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
校
旗
の
完
成
を
記
念
し
て
、
そ
の
成
果

の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
間

　
２
月
20
日
㈬
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
展
示
期
間
は
学
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す

会
場

　
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
崎

市
今
泉
町
）

内
容

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
58
校

の
校
旗
や
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
の
展
示

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
世
界
遺
産
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
３
２
６
　
FAX

０
２
７
・
２
２

４
・
２
８
１
２
）

今年度に作成した校旗

お
知
ら
せ

毎
月
16
日
は
県
民
防
犯
の
日
で
す

　
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
町
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
た
「
県
犯
罪
防
止
推
進
条

例
」
が
16
年
６
月
16
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
ち
な
み
、
毎
月
16
日
を
「
県
民
防
犯

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

県
民
防
犯
の
日
は
　
行
政
や
警
察
、
県

民
、
事
業
者
な
ど
が
県
民
総
ぐ
る
み
で
犯

罪
の
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
県
民
防
犯
の
日
前
後
に
、

行
政
・
警
察
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

が
連
携
し
て
防
犯
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
職
場
な
ど

で
身
の
回
り
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
考
え

た
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
で
地
域
の
防
犯
の
輪
を
広
げ
た
り

し
て
、
安
全
で
安
心
な
町
を
つ
く
り
ま
し 

ょ
う

【
関
連
行
事
】

○
県
民
防
犯
の
日
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
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２月　８日／そのままの魅力に惹
ひ

かれ　玉村町
２月１５日／ヒミツのやよいひめ　２月２２日／大泉町
３月　１日／安中市

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号
と女性部員が県内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬
県の魅力として県内外に紹介します。

月～木曜日 午後５時50分

FM GUNMA
ぐんま情報
トッピング

県庁広報課（☎027-226-2167　FAX 027-243-3600）問

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

群馬交響楽団定期演奏会情報

問 群馬交響楽団事務局　☎ 027-322-4316
 FAX  027-322-4943　HP http://www.gunkyo.com/

群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響
楽団事務局（高崎市高松町）など
入場券販売場所

２月１６日㈯期 日 開演時刻 午後６時45分（６時開場）
会 場 群馬音楽センター（高崎市高松町）

指揮：クリストフ・アルステット、ピアノ： 小
こ

菅
すげ

優
ゆう

、曲目：
シューマン／ 序曲、スケルツォと終曲 作品52、ベートーベン／ 
ピアノ協奏曲 第4番 ト長調 作品58、ドボルザーク／交響曲 第7
番 ニ短調 作品70 B.141

内 容

入場料 Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝4,100円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席（自由席）＝2,100円

群馬クレインサンダーズ試合情報

問  群馬プロバスケットボールコミッション　☎ 027-289-9562
 FAX 027-289-9563　HP https://g-crane-thunders.jp/

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください

入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）会 場

日程 開始時刻 対戦相手
２月２２日㈮ 午後7時

福島ファイヤーボンズ
２月２３日㈯ 午後2時

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（3月16日）の
チケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

県庁広報課（☎027-226-2162　 FAX027-243-3600）問

県政の話題 ニューイヤー駅伝
か　お 自動運転技術を研究　小木津武樹さん
特　集 新春知事対談

1月15日（火）より販売中　定価３６０円(税込み） 販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

2019
JAN

1 ぐんま名山探訪（地蔵岳）、ぐんま湯けむり浪漫（草
津温泉）、おさんぽ日和（邑楽町）など

美
し
い
ぐ
ん
ま
の
山
と
森も

林り

フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展

会
期
　
２
月
７
日
㈭
〜
13
日
㈬

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
７
日
は
１
時
か
ら
、
13
日
は
11
時
ま
で

会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
群
馬
の
山
や
森
林
の
風
景
、
林
業

作
業
の
様
子
な
ど
、
県
民
と
山
と
の
関
わ

り
を
主
題
と
し
て
撮
影
し
た
写
真
を
展
示

し
ま
す

観
覧
料
　
無
料

問
　
県
庁
林
政
課（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

３
２
１
４
　
FAX

０
２
７
・
２
２
３
・
０
１

５
４
）

30年度知事賞作品「光の海」

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康
公

開
講
座
「
不
整
脈
の
最
新
治
療
」

期
日
　
２
月
22
日
㈮

時
間
　
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場

　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
亀
泉
町
）

内
容
　
不
整
脈
が
引
き
起
こ
す
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
と
、
最
新
の
治
療
法
な
ど

に
つ
い
て
講
師
が
話
し
ま
す

講
師
　
内な

い

藤と
う

滋し
げ

人と

（
当
セ
ン
タ
ー
院
長
）

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
20
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希

望
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５
　
FAX

０
２

７
・
２
６
９
・
１
４
９
２
）

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
会

昨年のお誕生日会

期
日
　
２
月
23
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋（
前 

橋
市
岩
神
町
）

内
容
　
誕
生
か
ら
25
周
年
と
な
る
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
」
や
県
内
外
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
一
緒
に
、
ゲ
ー
ム
や
「
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
」
に
参
加
で
き
ま
す

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
広
報
課
（
☎
０
２
７
・
２
２

６
・
２
３
１
５
　
FAX

０
２
７
・
２
４
３
・

３
６
０
０
）

依
存
症
県
民
セ
ミ
ナ
ー
「
知
っ

て
ほ
し
い
！ 

依
存
症
の
こ
と
」

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
依
存
症
に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
依
存
症
リ

ハ
ビ
リ
施
設
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
沖
縄
伝

統
芸
能「
エ
イ
サ
ー
」の
演
舞
も
あ
り
ま
す
。

期
日
　
２
月
24
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
大
手
町
）

講
師
　
松ま

つ

本も
と

俊と
し

彦ひ
こ

（
国
立
精
神
・
神
経
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
薬
物

依
存
研
究
部
長
）、
山や

ま

本も
と

大ま
さ
る

（
ア
パ
リ
藤

岡
ダ
ル
ク
代
表
）

定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮
必
着

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム
（h 

ttp://w
w
w
.shinsei.elg-front.

jp/gunm
a/navi/index.htm

l

）
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す

申
込
用
紙
入
手
先
　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h 

ttp://www.pref.gunm
a.jp/ 07/

p117_00016.htm
l

）

申
・
問

　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
　
FAX
０

２
７
・
２
６
１
・
９
９
１
２
）

健
康
フ
ェ
ス
タ
「
腎
臓
を
大
切

に
！
」

腎臓病〇×クイズ

期
日
　
３
月
２
日
㈯

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
（
高
崎
市
棟

高
町
）

内
容
　
健
康
測
定
や
健
康
相
談
、
参
加
者

へ
の
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど

※
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
は
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
保
健
予
防
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
６
０
２
　
FAX

０
２
７
・
２
２

３
・
７
９
５
０
）

群
馬
で
就
職
！

　合
同
企
業
説 

明
会

期
日
　
３
月
12
日
㈫

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け
は

正
午
か
ら
）

会
場
　
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋（
前 

橋
市
岩
神
町
）

内
容
　
県
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
が
あ

る
正
社
員
を
募
集
す
る
企
業
と
、
新
卒
者

な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
合
同
企

業
説
明
会
で
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

対
象

・
32
年
３
月
に
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
を
卒
業

予
定
の
人

・
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
高
等
学
校
を
31
年

３
月
に
卒
業
す
る
ま
た
は
卒
業
後
３
年
以

内
の
未
就
職
者
な
ど

費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他

・
当
日
の
受
け
付
け
や
企
業
の
説
明
を
受

け
る
際
に
、
所
定
の
受
付
票
が
必
要
で

す
。
受
付
票
は
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.ch 

uokai-gunm
a.or.jp/jinzaikaku

ho/shinsotsu.htm

）
か
ら
入
手
で

き
ま
す

※
当
日
、
会
場
で
も
入
手
で
き
ま
す

・
参
加
企
業
は
、
事
前
に
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
前
記
）
で
公

開
し
ま
す

問
　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
☎
０

２
７
・
２
３
２
・
４
１
２
３
　
FAX

０
２
７
・

２
３
４
・
２
２
６
６
）

　ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」で開催さ
れるイベントや県の観光スポットなどの情報を、毎月１
日、１５日に無料で配信しています。
登録方法　ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」
ホームページ（http://kikaku.pref.gunma.jp/g-inf 
o/）から登録してください
※携帯電話やスマートフォンの場合は、Ｅメールアドレ
ス（gunmachan_chi@e.bme.jp）に、件名・本文な
しのメールを送信してください。Ｅメール
アドレスは右図からも読み取れます
問ぐんま総合情報センター（☎ 03-35 
71-3086　FAX 03-3571-3089）

「ぐんまちゃん家
ち

メールマガジン」をご利用ください

「ぐんま広報」配布場所のお知らせ
　「ぐんま広報」は、新聞折り込みの他、新聞を購読していない人には、県内の郵便局
（簡易郵便局を除く）や一部の銀行、農協、スーパーマーケットなどでも配布しています。
※県ホームページや電子書籍でもご覧になれます。詳しくは、県ホームページ（http://
www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html）を確認してください
問  県庁広報課（☎027-226-2162　FAX 027-243-3600）
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県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

33群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　群馬県には、「○○発祥の地」といわれる温泉地があるのをご存じで
しょうか。
　温泉地の定番のお土産として全国各地で販売されている「温泉まん
じゅう」。実は伊香保温泉（渋川市）が発祥の地といわれています。
明治43（1910）年に伊香保の菓子店が、伊香保温泉の茶褐色の源
泉・黄金の湯をイメージし完成させたのが、「湯の花まんじゅう」で
した。これが「温泉まんじゅう」の元祖となり、全国に広まりました。
　また地図でおなじみの温泉記号「♨」は、万治4（1661）年に江
戸幕府から出された農民の土地争いに対する評決文中の絵図に、磯部
温泉（安中市）を表す記号として描かれていました。　

　調査の結果、これが日本で使われた最古の
温泉記号と判明し、磯部温泉は温泉記号発祥
の地となりました。
※群馬の魅力をまとめた冊子「ぐんまがいち
ばん！」は、県内取扱書店などで販売してい
ます。また県ホームページ（http://www.
pref.gunma.jp/01/b0100132.html）
からもご覧になれます。
問　県庁広報課（☎027-897-2695　
FAX027-243-3600）

群馬の温泉「〇〇発祥の地」

伊香保の温泉まんじゅうを
持つぐんまちゃん

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

「
文
学
者
の
書
―
筆
に
込
め
ら

れ
た
思
い
」
＊

正岡子規書簡 古島一雄宛　明治35年5月4日付　
子規庵保存会蔵

会
期

　
３
月
17
日
㈰
ま
で

※
火
曜
日
休
館

時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容

　
近
代
文
学
者
た
ち
が
毛
筆
で
し
た

た
め
た
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
筆
遣
い
と
作
品
を
併
せ
て
鑑
賞

す
る
こ
と
で
、
文
学
者
の
書
の
魅
力
に
迫

り
ま
す
。
ま
た
１
１
５
年
ぶ
り
に
発
見
さ

れ
た
正
岡
子
規
最
晩
年
の
書
簡
（
子
規
庵

保
存
会
所
蔵
）
を
特
別
展
示
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

関
連
行
事

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
日
程
　
２
月
９
日
㈯
、
３
月
３
日
㈰

・
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

・
内
容
　
展
示
資
料
に
つ
い
て
職
員
が
解

説
し
ま
す

・
費
用
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

内
容
　
群
馬
の
絹
・
生
糸
を
使
用
し
た
和

装
品
や
洋
装
品
、
工
芸
品
な
ど
の
絹
製
品

の
展
示
と
販
売
を
行
い
ま
す

絹製品の展示・販売

関
連
行
事

〇
手
織
り
体
験
（
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
）

・
日
程

　
２
月
８
日
㈮
、
９
日
㈯

・
時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

・
内
容

　
絹
糸
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
織
り
ま
す

・
対
象

　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

・
定
員

　
各
10
人
（
先
着
順
）

・
費
用

　
３
２
０
円
（
材
料
費
）

〇
き
も
の
着
付
け
体
験

・
期
間

　
２
月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫

・
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
12
日
は
３
時
ま
で

・
内
容

　
講
師
に
着
物
を
着
付
け
て
も
ら

い
ま
す
。
写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
（
協
力
…

装
道
礼
法
き
も
の
学
院
群
馬
県
認
可
連
盟
）

・
費
用
　
無
料

※
写
真
撮
影
は
１
枚
１
０
０
円
が
か
か
り

ま
す

・
持
参
品
　
希
望
者
は
カ
メ
ラ
。
職
員
が

撮
影
の
補
助
を
し
ま
す

〇
繭
ク
ラ
フ
ト
体
験
（
ま
ゆ
す
ず
ら
ん
ス

ト
ラ
ッ
プ
）

・
日
程
　
２
月
９
日
㈯
、
11
日
㈪

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

・
内
容
　
繭
を
使
っ
て
ス
ズ
ラ
ン
の
花
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

・
定
員

　
各
20
人
（
先
着
順
）

・
費
用
　
無
料

〇
し
お
り
作
り
体
験

・
期
日
　
２
月
10
日
㈰

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

・
内
容
　
繭
け
ば
を
使
っ
て
し
お
り
を
作

り
ま
す

・
定
員
　
各
20
人
（
先
着
順
）

・
費
用
　
無
料

〇
藍
染
め
体
験
（
イ
ン
ド
藍
）

・
日
程
　
２
月
10
日
㈰
、
12
日
㈫

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

・
内
容
　
シ
ル
ク
の
ス
カ
ー
フ
な
ど
を
藍

染
め
し
ま
す

・
対
象

　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

・
定
員

　
各
20
人
（
先
着
順
）

・
費
用
　
無
料

※
材
料
の
布
は
当
館
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ 

ョ
ッ
プ
」
で
購
入
し
て
も
ら
い
ま
す

【
共
通
事
項
】

観
覧
料
　
無
料

※
「
群
馬
の
絹
」
展
の
会
期
中
だ
け

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

　

FAX

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
１

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
ス
マ
ホ
や
デ

ジ
カ
メ
で
月
を
撮
ろ
う
」
＊

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
や
小
型
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
、
小
型
望
遠
鏡
を
組
み

合
わ
せ
て
月
を
撮
影
し
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
待
ち
受
け
画
像
に
い
か
が
で
す
か

期
日
　
２
月
16
日
㈯

時
間
　
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

入
館
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の

駐
車
場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐

車
場
ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

　

FAX

０
２
７
９
・
７
０
・
５
５
４
４

スマホと望遠鏡を組み合わせて月を撮影

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
「
ハ
ナ
モ
モ
フ
ェ
ス
タ
」
＊

会
期
　
２
月
16
日
㈯
〜
３
月
10
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
入
園
は

３
時
30
分
ま
で
）

※
３
月
１
日
㈮
か
ら
は
５
時
（
入
園
は
４

時
30
分
）
ま
で

会
場
　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ 

ー
ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内
容

　
ハ
ナ
モ
モ
と
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

一
足
早
い
春
を
演
出
し
ま
す

入
園
料

　
一
般
＝
６
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１

１
８
７
・
３
８

　
FAX

０
２
７
・
２
８
３
・

８
３
８
９

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
「
公

開
考
古
学
講
座
」

期
日
　
２
月
23
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
１
時
開
場
）

会
場
　
前
橋
テ
ル
サ（
前
橋
市
千
代
田
町
）

演
題
　
東
京
国
立
博
物
館
を
彩
る
群
馬
県

出
土
の
考
古
資
料

講
師
　
井い

の

上う
え

洋よ
う

一い
ち

（
東
京
国
立
博
物
館
副

館
長
）

対
象
　
高
校
生
以
上
の
人

定
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
５
０
０
円
程
度
（
資
料
代
）

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３

　

FAX

０
２
７
９
・
５
２
・
２
９
０
４

○
記
念
講
演
会

・
期
日
　
３
月
17
日
㈰

・
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

・
演
題
　
文
学
者
の
書
―
そ
の
魅
力
を
味

わ
う

・
講
師
　
石い

し

川か
わ

九き
ゅ
う

楊よ
う

（
書
家
）

・
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

・
費
用
　
無
料

・
申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
前
に

来
館

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７

２
１

　
FAX

０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

近
代
美
術
館｢

群
馬
青
年
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ｣

＊

会
期

　
３
月
24
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

休
館

時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容

　
16
〜
30
歳
の
若
手
作
家
を
対
象
と

し
た
全
国
規
模
の
公
募
展
で
す
。
斬
新
で

柔
軟
な
発
想
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
次
世
代
ア 

ー
テ
ィ
ス
ト
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

　

FAX

０
２
７
・
３
４
６
・
４
０
６
４

群馬青年ビエンナーレ2019大賞
赤松加奈《夕日の届くころ》

日
本
絹
の
里
「
群
馬
の
絹
」
展

会
期
　
２
月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場
　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）


